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【鳴子地域：二宮家所蔵】
木製。一般的に、製作年代の古いものは土製の傾向が
あると言われていますが、このカマ神さまは、裏面に
「文化十一年(1814)正月十七日 願生 明勗」の墨書き
があります。
現在も、台所に飾られ、正月にはしめ縄とお餅を供え

ています。　　

【岩出山地域：氏家家所蔵】
木製。目の部分は、面をくり抜き、薄いガラスのよ
うなものに目玉を書いて裏側から押さえています。
大正末～昭和初期頃の作と伝わります。当時、気仙
大工の腕が良いとの評判を聞いた当主が、気仙大工
に頼んで作ってもらったものです。
今も、台所の壁に掛けられています。

【田尻地域：高橋家所蔵】
木製。製作年代や作者は伝わっていませんが、岩出
山地域の氏家家所蔵のカマ神さまと非常に良く似て
います。両家は、直線距離で約19㎞離れていますが
同一の流れを汲むカマ神さまの流通範囲をうかがい
知ることができます。
高橋家のカマ神さまは、玄関脇の部屋の長押の上か
ら玄関を見下ろすように飾られています。

【三本木地域：石川家所蔵】
木製。耳元の荒縄の飾りが特徴的です。30年ほど前
定年退職後に建具製作の技術を学んだ人が製作し石
川家に寄贈したもので、今は玄関に飾られています
三本木地域に住んでいる石川家の親戚宅には、同じ
頃に岩出山の大工によって作られたカマ神さまがあ
ります。カマ神さまへの思いは、現代にも受け継が
れています。

【松山地域：松山ふるさと歴史館所蔵】
瓦製。松山地域では、古くから瓦製造が行われ、明治の末
頃には６軒で年間5万枚以上を生産しました。生産量が最
も多かったのは昭和20年頃で、年間生産量は15万～20万枚
に上り、県内生産の７割を占めるほどでした。このような
地域の特性を表しているのが、瓦製のカマ神さまです。

ギャラリートーク：会場で展示解説を行います
日時：令和7年10月21日(火)　午後2時から(1時間程度)
場所：展示コーナー(大崎市図書館内)　参加料：無料

火の神としてだけではなく、福の神や家内安全、悪霊退散など、生活を守る
神としても信仰されてきた「カマ神さま」。
展示では、古川地域から素材の異なるカマ神さまを紹介します。
2011年の東北地方太平洋沖地震で家屋などが被害を受けたことにより、カマ
神さまを手放したお宅もありますが、現在も、市内では先祖から受け継がれ
てきたものや、新たに製作したものなど、さまざまなカマ神さまを見ること
ができます。
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